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ラヽソトにおけか脳相消化機能におよぼす食餌条件の影響

昶や々大､岑政ﾉﾄ原聊瓦

〔(社)日本家政学会

　目的　一般Iて味覚は食行動の開憎も剱勿逢択･てiE零ぶ役讐＼ % 寒夜してヽヽゐ＼:言われてヽ1

るが. 消化や吸収べ謝l（も関係してい々のでばなヽリアヽと洛え｡、ラットを用ヽヽて. 動物ヵ嶋ヽ

いレヽいどﾉ惑じ尺時、函々ヽヽは、まずヽ心感じ霖時の消化吸収の過鯉が｀どのよう､く変化する

かt 瀕討しre.

　方-去Spr・､トe-D一遠ey系雄姓ヲツトに防％カゼイン飼料を碁礎食としMe≪≪ Feed吻（MF)

と自由食の2iiりの飼膏をl2乃至は/6日間行ったの５、0.2Xサッカリンナトリウム添加飼

料（黄味食）、叉､t. 0､Iχ読叔キ― ーネ添加飼料（不味食) を/5分間味刺激とレて与え、

時間を追って胃および鴎内容物申の室素奮-t□H、嘩アミラーゼ池碓、ii丿青泌難アミノ酸

濃度を測足した。

　錨莱　味刺激に封する消化吸収刄恥a、禽餌衆件によって賓fj:ゐ- Y が冷ヽiヽつfc。即*)、

MF rは、蚕ての潮定項目･てつヽ･て莫味食と不味食の差は挺られ刄ヵヽつre.しヵヽし- 自由

表で｀ぼ、賓および鳴内容物申の窒素におヽ･て、不味食料に賜内容物t糞の滞留傾向￥認め

らヽ政、PH Iておヽべ、鴎て"'I. If:, ?リしTSヽ･μ、胃て゛そ味食刺激､でよって% %~lて砥下レ、

珊アミラ- ゼ｀池･陛･'おヽヽt、味知数に反応レ賞味鮑群^<即対応･狸が｀認めら収た。血蹟差

離アミノ蔵浪度I' つヽ･てぽ、MF、自由雇ヽとも自でコ洙刺教の前肩灸かn顕'^ K変-、f< が

芙味食Y不味食のをヽヽlくっいてぼ、は-, tりしな力ヽ、fc。
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シチン投与による生体脂買の変動　一動物実験によるアプローチー

女大短大　　　〇中9 瑞穂　吹田恵理子　奥隅路子　栗原文男

　a 的　日本人成人の血中脂質濃度は、欧米に比ベー般に低値を示しているが. 過去20数

年間の上昇は著しく、特に若者層の血清コレステロ―ル値は欧米人のそれと同等あるいは

それ以上を示す傾向にある。高コレステa ール血症を中心とした高脂血症は、動脈硬化の

リスクファクターとして、また虚血性心疾患の危険をも増悪するものである。特に若年層

の高脂血症傾向は、加令と共にこれら重篤となる疾患への誘因として苦慮されるものであ

る。これら変化は、食生活の欧米化が最も大きく影響しているものと考えられる。

　そこで私共は日本人の好まれる鶏卵について、特に卵黄レシチンの脂質代謝に及ぼす影

響について、ラットを用い実験を試みており、その経過および結果について報告する。

　方法　前回同様ウィスター系雄ラットの幼若群と成熟群を用いて、投与実験を試みた。

今回も投与試料は、キューピー株式会社より供与されたもので、レシチン（ＰＣ）と卵黄

中性脂肪( T G )との混合比を変え投与した。その比はP C：ＴＧを2:1, 1：1 , 1:2と

し、基*粉末飼料に1 % 、3 ％および5 ％添加し, 6週間並びに12週間飼養し血液を採取

分析した。

　結果　発育は各群共極めてよく。可視粘膜の充血その他異常は認められなかった。成熟

群ではP C : T G ＝2: 1の3 % 添加群において、幼若群では同様比率が２：１の5 % 添加群

および1 ■-1の3 % 添加群においてＨＤＬ－コレステロールの増加が著しかった。またβ－

リポたん白は各添加群共コントa ール群に比べ低値を示した。以上からP C : T Gの比率

により血清脂質に対して良好な影響を与えることが思考される。


